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第
三
項
の
規
定
は
、
公
安
委
員
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
例
取
得
免
許
を
取
り
消
そ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

６

第
百
四
条
の
規
定
は
、
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
例
取
得
免
許
を
取
り
消
す
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
項
又
は
第
四
項
（
第
百
八
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
が
第
百
二

条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
て
講
習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
特
例
取
得
免

許
を
取
り
消
す
場
合
に
お
い
て
は
、
第
百
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
準
用
し
な
い
。

７

第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
例
取
得
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
時
に
お
け
る
そ
の
者
の
住
所
が

当
該
処
分
を
し
た
公
安
委
員
会
以
外
の
公
安
委
員
会
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
と
き
は
、
当
該
処
分
を
し
た
公
安
委
員

会
は
、
速
や
か
に
当
該
処
分
を
し
た
旨
を
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
百
四
条
の
三
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
一
項
」
に
、「
第
三
項
又
は
」を「
第
三
項
、」

に
改
め
、「
第
百
三
条
第
四
項
」
の
下
に
「
又
は
前
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
」
を
加
え
る
。

第
百
六
条
中
「
第
九
十
一
条
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
九
十
一
条
の
二
第
二
項
」
を
、「
第
百
三
条
第
四
項
」
の
下
に

「
、
第
百
四
条
の
二
の
四
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
」
を
加
え
、「
第
三
項
ま
で
」
を「
第
四
項
ま
で
」に
、「
若

し
く
は
第
十
三
号
」
を
「
、
第
十
三
号
若
し
く
は
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
百
六
条
の
二
第
二
項
中
「
認
知
機
能
検
査
」
を
「
認
知
機
能
検
査
等
」
に
、「
第
三
項
ま
で
」
を
「
第
四
項
ま
で
」

に
改
め
る
。

第
百
七
条
第
二
項
中
「
第
四
項
」
の
下
に
「
、
第
百
四
条
の
二
の
四
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
」
を
加
え

る
。第

百
七
条
の
五
第
二
項
第
三
号
中
「
又
は
第
三
号
」
を
「
、
第
三
号
又
は
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
前

条
」
を
「
第
百
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
百
八
条
の
二
第
一
項
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

基
準
該
当
若
年
運
転
者
（
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。）に
対
す
る
特
例
取
得
免
許
に
係
る

自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
講
習

第
百
八
条
の
二
第
三
項
中
「
ま
で
若
し
く
は
」
を
「
ま
で
、」に
、「
第
十
四
号
ま
で
」
を
「
第
十
三
号
ま
で
若
し
く
は

第
十
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
同
条
の
付
記
を
削
る
。

第
百
八
条
の
三
の
五
を
第
百
八
条
の
三
の
六
と
す
る
。

第
百
八
条
の
三
の
四
中
「
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
」
を
「
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
五
号
」
に
改
め
、

同
条
を
第
百
八
条
の
三
の
五
と
す
る
。

第
百
八
条
の
三
の
三
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
の
付
記
中
「
第
百
十
七
条
の
五
第
三
号
」

を
「
第
百
十
七
条
の
五
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
八
条
の
三
の
四
と
し
、
第
百
八
条
の
三
の
二
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。

（
若
年
運
転
者
講
習
の
手
続
）

第
百
八
条
の
三
の
三

公
安
委
員
会
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
基
準
該
当
若
年
運
転
者
に
対
し
、
そ

の
者
が
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に

基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
当
該
行
為
が
第
百
二
条
の
三
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な

つ
た
後
速
や
か
に
、
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
「
若
年
運
転
者
講
習
」
と
い
う
。）を

行
う
旨
を
書
面
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
中
「
運
転
免
許
取
得
者
教
育
」
を
「
運
転
免
許
取
得
者

等
教
育
」
に
改
め
、
第
六
章
の
四
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
の
認
定
）

第
百
八
条
の
三
十
二
の
三

免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
又
は
特
定
失
効
者
若
し
く
は
特
定
取
消
処
分
者
に
対
し
加
齢

に
伴
つ
て
生
ず
る
そ
の
者
の
身
体
の
機
能
又
は
運
転
の
技
能
の
低
下
が
自
動
車
等
の
運
転
に
及
ぼ
す
影
響
を
確
認
す

る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
」
と
い
う
。）を
、
自
動
車
教
習
所
で
あ
る
施
設
そ
の
他
の
施
設

を
用
い
て
行
う
者
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
そ
の
方
法
の
区
分
ご
と
に
、
当
該
施
設
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
公
安
委
員
会
に
申
請
し
て
、
当
該
施
設
に
お
い
て
当
該
方
法
に
よ
り
行
う
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
が
次
の
各

号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

公
安
委
員
会
が
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
に
関
す
る
技
能
及
び
知
識
に
関
し
て
行
う
審
査
に
合
格
し
た
者
そ
の

他
の
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
を
効
果
的
か
つ
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で

定
め
る
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

第
九
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
た
設
備
そ
の
他
の
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
を

効
果
的
か
つ
適
切
に
行
う
た
め
の
設
備
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
設
備
を
用
い
て
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

三

当
該
方
法
が
次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

認
知
機
能
検
査
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
方
法
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準

ロ

運
転
技
能
検
査
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
方
法
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
加
齢
に
伴
つ
て
生
ず
る
身
体
の
機
能
又
は
運
転
の
技
能
の
低
下
が
自
動

車
等
の
運
転
に
及
ぼ
す
影
響
を
確
認
す
る
効
果
が
あ
る
方
法
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る

基
準

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
課
程
」
と
あ
る
の
は「
方
法
」

と
、「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
、
第
一
項
」
と
あ
る
の
は「
、
次
条
第
一
項
」

と
、「
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
」
と
、
同
条
第
五
項
中

「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
前
各
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
項
か
ら
前
項
ま

で
及
び
次
条
第
一
項
」
と
、「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
罰
則

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
三
条
の
二
）

第
百
八
条
の
三
十
三
中
「
第
九
十
二
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
」を
加
え
、

「
第
百
二
条
の
二
」
を
「
第
百
一
条
の
四
第
三
項
、
第
百
二
条
の
二
、
第
百
二
条
の
三
」
に
改
め
、「
第
百
三
条
第
一
項

第
五
号
」
の
下
に
「
、
第
百
四
条
の
二
の
四
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
」
を
加
え
、「
又
は
次
条
」
を
「
、
第

百
八
条
の
三
の
三
又
は
次
条
」
に
改
め
る
。

第
百
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
者
（
」
の
下
に
「
第
三
号
及
び
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
者
（
次
条
」
を

「
者
（
同
条
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

若
年
運
転
者
講
習

運
転
適
性
指
導
員
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
若
年
運
転
者
講
習
を
適
正
か
つ
確
実
に

行
う
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

第
百
八
条
の
四
第
二
項
中
「
又
は
初
心
運
転
者
講
習
」
を
「
、
初
心
運
転
者
講
習
又
は
若
年
運
転
者
講
習
」
に
改
め

る
。第

百
八
条
の
五
第
一
項
中
「
取
消
処
分
者
講
習
」
の
下
に
「
又
は
若
年
運
転
者
講
習
」
を
加
え
る
。

第
百
八
条
の
七
の
付
記
、
第
百
八
条
の
十
八
の
付
記
及
び
第
百
八
条
の
三
十
一
の
付
記
中
「
第
百
十
七
条
の
五
第
三

号
」
を
「
第
百
十
七
条
の
五
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
の
見
出
し
を「（
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
認
定
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
受
け
て

い
る
者
」
の
下
に
「
又
は
特
定
失
効
者
若
し
く
は
特
定
取
消
処
分
者
」
を
加
え
、「
運
転
免
許
取
得
者
教
育
」
を
「
運
転

免
許
取
得
者
等
教
育
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

当
該
課
程
が
、
交
通
安
全
教
育
指
針
に
従
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ

か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
講
習
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
課
程
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委

員
会
規
則
で
定
め
る
基
準

ロ

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
課
程
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委

員
会
規
則
で
定
め
る
基
準

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
運
転
技
能
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
道
路
交
通
に
関
す
る
知
識
を
深
め

さ
せ
る
効
果
が
あ
る
課
程
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準


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